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天蚕糸の分散染料および反応分散

染 料 に対 す る染 色 性
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緑色の繭糸を作る天蚕は日本を原産とする野蚕の

一種であり,同好家の間で貴重な繊維として珍重さ

れている (赤井・栗林,1990)。 この天蚕は染料の

吸着性が低い,す なわち濃色に染まらない欠点があ

る。また,洗濯堅牢度も低い。そこで, これらの原

因を追求し,問題点の解決策を得るための一助とな

るようこの研究を行った。

先に著者ら (中嶋ら,1991)は ,天蚕糸の酸性染

料に対する染色性を染色速度および平衡染色の両面

から検討し,家蚕糸,作蚕糸と比較しながら考察し

た。本実験では, さらに分散染料,反応分散染料に

対する天蚕糸の染色性を調べ,家蚕糸および杵蚕糸

に対するそれと比較検討した。

本文に入るに先立ち,貴重な天蚕糸をご恵与下さっ

た川口織物有限会社川口良三氏,反応分散染料の中

間体をご供与下さった住友化学い大阪研究所今日邦

彦氏に対し,厚 くお礼を申し上げる。

材 料 と 方 法

1 絹試料および染料
天蚕糸は,炭酸ナトリウム10%Owfに 非イオン

界面活性剤 (ノ ニポール200)10%owfを 加え,90
～95℃で 2時間精練 し,充分に水洗後,供試した。

家蚕糸は炭酸ナトリウムと炭酸水素ナトリウムの

0 01 mo1/′ 水溶液中に浸漬 (浴比 1:1000)し ,

90 min還 流下に煮沸処理後, フェノールフタレイ

ンに対 してアルカリ性を示さなくなるまで十分に洗

浄し,001Nの 酢酸で酸洗いし,水洗後,絶乾 して

用いた。

杵蚕糸としては,非イオン界面活性剤ノイゲン

HC〈 lg/2)で洗浄した精練済み平織物の縦糸を
はぐして用いた。

供試 した絹糸は調製方法が異なるものであるが,

この相違による染色性の差 (中嶋ら,1987)は 絹の

種類による差 (清水ら,1989)に 比べて小さいもの

と考えられる。

染料は反応分散染料 (反応基を有する分散染料)

および分散染料で,各 1種類づつである。これらの

化学構造と略号を Table lに示した。

スルファトエテルスルホン型反応分散染料 SEは
p― スルファ エヽチルスホニルアニリンをジアゾ化

し, 2-(N― メテルアニリノ)エ タノールとカッ
プリングさせて合成 した (道明ら,1989)。 また,

分散染料 MHABは 既報 (SHIMIzu θ
`α

ι,1989)

で用いたものと同じである。

2 染色
1)反応分散染料による染色

染料 SEを pH6の 緩衝液 101M― (CH,C00H
+CH,C00Na)]200口 と共に染色瓶に入れ,90℃

に達してから絹糸試料01gを投入 して, lhr染 色
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した。染色後,試料を取り出し,未反応染料を除く

ためメタノールで抽出処理した。吸尽染料量は染色

前後の染液の比色により求め,固着染料量は抽出染

料量 (吸着したが,反応していない染料)を吸尽染

料量から差し引くことにより求めた。

2)分散染料による染色

染料 MHABに 2フ のエタノールをカロえ溶解 し,
pH 6の緩衝液200フと共に染色瓶に入れ,一定温度

で一夜放置後,天蚕糸を投入して,所定時間染色し

た。残浴から25虚をピペットで取り, ジオキサンで

∞虚に定容し比色することにより未染着染料濃度を

求めた。染着量は染色試料を50%ジ オキサン溶液で

処理し,抽出液を比色して求めた。

結 果 と 考 察

1 天蚕糸に対する分散染料の吸着等温線
天蚕糸に対する分散染料 MHABの 吸着等温線を
Fig lに示した。

この吸着は家蚕糸に対する分散染料の吸着の場合

と同様に発熱反応であり,吸着等温線の種類は分配

型である。そこで,次式から吸着の熱力学パラメー

タを求め,得 られた結果を家蚕絹の場合のデータ

(SHImzu θι αι,1989)と 共に Table 2に 示 した。

遠心脱水法 (那須野,19∞ )によって求めた有効体

積Vは家蚕糸が3173× 10'″ /kgで ,天蚕糸が3174

×10'2/kgで あった。
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[D]f:吸 着量 (m01/g),[D]si未 吸着染料濃度

(mo1/′ )

△μ・/7=△ピ /T+C           (2)
△″・ =△F-7△ S        O)
△″ :標準エンタルピー変化 (染色熱)
△ず :標準エントロピー変化

天蚕糸の場合の直接性 [D]〃 [つ ]sは 家蚕糸の

場合のそれよりも小さい。有効体積が両者で殆ど変

わらないことから,標準親和力 (― △μ
°
)も天蚕

糸の場合の方が小さい値となっている。家蚕糸の場

合に標準親和力が大きいことには直接性が大きいこ

とに加えて,負の値の大きい△″・ 力浩諄 している。
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糸のそれより多い (皆′11972)こ とによる。すな

わち, これらのアミノ酸との反応量が SEと の反応

の大部分を占める (清水,1975)と 考えられるから

である。

SEの 吸尽量は反応 した染料量と出発染料である

スルファトエチルスルホン型が変化 したビニルスル

ホン型および加水分解染料 (ヒ ドロキシエテルスル

ホン型)の物理吸着量の和である。すなわち,分散

染料としての吸着と反応染料としての反応の両方が

寄与するため,天蚕糸に対するSEの 吸尽量は他の

絹糸に比較してより多くなったものと考えられる。
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2 反応分散染料による天蚕糸の染色

反応分散染料 SEを 用いて,天蚕糸,杵蚕糸およ

び家蚕糸を染色したときの全染料濃度と吸尽量およ

び固着量の関係を Fig 2に示した。

天蚕糸に対するSEの 吸尽量および固着量は家蚕

糸や作蚕糸に対するそれより多い。これは主として

天蚕糸を構成している塩基性アミノ酸 (リ ジン, ヒ

ステジンおよびアルギニン)含有量が家蚕糸や杵蚕


